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　このたび「生産と技術」秋号に随筆を仰せつかり、
どのような内容に焦点を絞って記せばよいのかわか
らない状態で、自分流の原稿を書き進めることにな
ってしまいました。寄り道・回り道を多々お見つけ
になるかも知れませんがどうかご容赦願います。昨
年（2010 年）8 月1 日より1 年の任期で台湾行政院
国家科学委員会補助を得て国立台湾大学化学系客座
教授として、この地、台北に滞在することになりま
した。（厳密に申し上げれば、大阪に避けられない
用務を残してきたもので、頻度の多いときは毎週、
大阪と台北を行ったり来たりの生活となりました。）
私の台湾大での任務は、同学化学系の物理化学・分
析化学教授の林金全先生との共同研究、そして化学
系学部学生への物理化学の講義分担です。
　台湾と日本のあいだを行ったり来たりすることに
なりました結果、必然的に台湾と日本のものごとに
対する考え方・制度の共通点や相違点が気にかかる
ようになり、それはいったい何に起因するのかを考
える機会となりました。さらに、西洋（いわゆるヨ
ーロッパ・米国）のやり方・考え方と東洋（アジア）
のそれとの根本的な違いは何によるのかも考えるき
っかけになりました。もっとも、ヨーロッパと米国
を西洋という一つの言葉で同一視するのは語弊があ
りますが・・
　国立台湾大学は、1928 年に台北帝国大学（「たい

ぺい」ではなく、「たいほく」と呼んでいました）
日本人により創設された大学です。初代総長は幣原
坦博士で、文政学部と理農学部の 2 学部からなり
59 名の学生でスタートしたとあります。その後
1936 年に医学部、1943 年に工学部と順次新たな学
部が増設され、現在は 11 学部、54 学科、100 大学
院研究所、25 の研究センターからなる学生の総数3
万3 千人の台湾で最大の大学となっています。私は
理学部（College of Science）化学系に所属しますが、
学生数は毎年 70 名で物理系に次いで多く系の在籍
総数は280 名です。驚いたのは、理学部に心理学科
があり毎年 70 名の入学があることです。大学院に
関しては化学系に修士が90 名、博士が30 名在籍し
ています。2010 年の統計によれば、台湾大の総教
員数（常勤＋非常勤）は3759名（内教授が1075名）
で、外国人教員の総数は227名（第一位が米国141名、
続いて日本 17 名）ですので、教員の国際化は日本
よりも進んでいます。また、風光明媚な大学でキャ
ンパスのメインストリート（椰林大道）は観光スポ
ットにもなる見事な椰子の並木通です。
　日本で1996 年に実施された大学法人化で日本の
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大学の理念とイメージが一変しました。こちら、台
湾に参って目に付くことは、日本の大学ですでに失
われた古きよき大学時代の伝統がまだ生きていると
いうことでした。（実際、台湾でも国立大学の法人
化が検討されたそうですが結局やめることになった
そうです。日本の現状を知ったからでしょうか！？）
先生方との会話の中で知ったことは、台湾では大学
における教員の評価はあくまでも論文の質と数とい
うことです。つまり研究者としての学術成果を重要
視していることです。もちろん教育の重要性はどち
らの国でもおなじでしょう。昨今の日本の大学のよ
うに外部資金が大学運営の大事な歳入になっていれ
ば、運営費交付金以外の研究費獲得の大小・有無が
実質的に教員の評価にまでつながる露骨なものにな
りますが、この地、台湾ではそれは前面には出てこ
ないだけ大学としての品位を保っています。このこ
とからも、台湾の教育・研究の精神は健全であると
いえます。第二に、学生と教員の師弟関係ですが、
私の観察の範囲では従来のアカデミックな信頼関係
は残されています。学生は教員を学問の先輩として
尊敬の念を払い、また教員は学生を自分のよき後輩
として指導しています。これは学生を授業料を払っ
ているお客さんとみなしてしまっている今の日本の
大学のやりかたと異なります。加えて日本の教育現
場ではやりの授業アンケートの氾濫がこのことを加
速したのでしょう。師弟関係が保たれていると書け
ば、台湾の教育に前時代的なイメージをもたれるか
も知れませんが決してそうではありません。なぜな
らば、米国流の教育制度が普及しているため、RA
やTA（研究、教育補助）として仕事に応じて教授
は学生に給料（奨学金）を支払っています。日本の
ように卒業研究・学位授与という名目で学生を使っ
ているわけではなく、学生と教員にはそれぞれ明確
な任務の自覚があるわけです。ある意味では大人の
世界です。台湾ではその大人の世界のプロとしての
責任と敬意の気持ちが保たれています。最近、日本
の大学においてもRAやTAの制度が導入されつつ
ありますが、まだまだ確立したものではないと私は
思っています。
　さていよいよ、「21世紀のパラダイム・シフト（思
想枠組の変革）」について考えなければなりません。
台湾に来て本当にありがたさを感じたのは、何の雑
用にも追い立てられることなく自分の自由時間をも

つことができることでした。大学付属図書館に行き、
書架の合間を次から次へと自分の好みの本を求めて
散策できることでした。そして好みの本を発見して、
ゆったりとその中身に目を走らせることができる喜
びです。台湾大はもともと日本の大学であったこと
から、幸い日本語の書物も数多く見られます。日本
においては、学部の専門図書室でしか見つけること
ができないまれな書物を大学付属図書館で見つける
ことができ、珍しい日本の本が多数所蔵されている
のには感心しました。決して専門書ではありません
が、例えば今回の題目に関連するものでは、一冊は
「＜気＞の比較文化　中国・韓国・日本」前林清和、
佐藤貢悦、小林　寛著（昭和堂）、もう一冊は「共時
性の宇宙観―シンクロニシティ　時間・生命・自然」
湯浅泰雄著（人文書院）です。
　パラダイム（思想枠組）は西洋とアジアでまった
く異なります。また日本のそれとも異なります。こ
れら要因は言語と歴史によることを、今回の台湾滞
在で学ぶことができました。さてヨーロッパの代表
選手、オピニオン・リーダーはなんと言ってもフラ
ンスではないかと思っています。そしてアジアの代
表は、おそらく中国でその伝統を引き継いでいるの
が中国と兄弟関係にある台湾です。では、フランス
はなぜヨーロッパのオピニオン・リーダーであるか
と言えば、国際政界で米国に太刀打ちできる強力な
発言力をもっているのはフランスだけでしょう。フ
ランスは第二次世界大戦の戦勝国であり、ヨーロッ
パでもっとも経済力をもった国の一つです。さらに
重要なことはフランスは、フランス革命という自ら
の手で自由・平等・博愛の精神を獲得した強烈な自
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負があります。しかもその近代精神は宗教とはまっ
たく無関係です。一方、中国は4000年の歴史をもち、
もっとも古くから文字を使う文化と思想を組み立て
ました。したがって現代の政治舞台においても中国
は強烈な自己主張をもってその存在を示しています。
日本と比べものにならないぐらい存在感があります。
　このような西洋と東洋の歴史的かつ現状的背景を
踏まえ、パラダイムを考える上で考慮しなければな
らない問題点は次の点です。西洋の近代文明発展の
思想的基礎はデカルト的な物心二元論（二分論）で、
それが人間観と自然観の基本になっており、心と物
は独立であるとみなされて来た事実が多くのひとに
より指摘されています。また時間に関しては等質的・
直線的で、いわゆるユークリッド幾何の世界です。
一方、東洋では精神と物質は切り離されないものと
してとらえられてきました。中国の「陰陽五行説」
は古代ギリシャ哲学と同じように「水、火、木、金、
土」の五行からなる宇宙生成の理論であり、かつ人
間道徳の原理でもあったわけです。話を簡単にする
ため、物心一体の概念である中国の「気」について
考えましょう。中国では古代より、気は万物（自然
と人）すべての根源であると考えられています。万
物を構成する最小の物質単位（質料）ですがもちろ
ん古代ギリシャの原子説とは異なります。宋学の集
大成である理気論によれば、天地の気は合わさって
一つで太虚（カオス）あり、分かれれば陰陽であり、
あるいは四季となり、五行となるということですか
ら、宇宙が時空方程式の境界条件であるゼロ（無）
から始まるという「ビッグバン理論」とは大きく異
なります。このように東洋と西洋の思想原点を慎重
に考察すればまさに水と油の違いです。ちなみに、
哲学・思想における抽象的な表現と現代物理学にお
ける科学的表現とを比較するのは、異国語を翻訳す
るようで大変興味をわかせるものです。既述の、漢
代以来の元気説を体系化した「気一元論」によれば、
「太虚」とは気が離散した状態としての無形で、「物」
とは気が集積した状態として有形で互いに循環交替
するということですが、これはまさに量子力学の主
張である物質と波動の双対性（二元性）と解釈でき
ますし、またアインシュタインの有名な、エネルギ
ーと質量の同等性（E = mc2）と考えることもでき
ます。
　さてこのような、水と油との違いがある西洋と東

洋の考え方の相違の根源は、じつは思考方法を左右
する言語の違いによると説明されています。すなわ
ち中国語は絵文字・象形文字で自己が沈黙の中で世
界を見てイメージできる視覚的言語です。他方、ア
ルファベットは音声文字・音標文字で、話す相手の
存在のもとに成り立つ聴覚的言語によるというわけ
ですから象形文字と音声文字は、水と油のごとく混
ざりようはありません。西洋の論理的パラダイムに
もとづく近代文明は優位性を示していましたが、い
まや行き詰まりにあることは明らかです。エネルギ
ー問題に端を発し、エコロジー・地球環境問題が発
生し人間は自然を無視することはできなくなりまし
た。西洋では物心二元論が人間観と自然観の基本に
なっていたので心と物は独立であるとみなされ、か
つ人間と自然は別物であるとみなされていたので、
その思想が問題であることがすでに明らかです。反
対に、ほとんどのアジア諸国では、物と心、人間と
自然は切り離せない関係でつながっているという考
え方は暗黙裡に受け入れられています。仏教は典型
的でわかりやすいですが、おおよそアジアでは時間
とは、人間が成長にはじまり発展し衰退してゆく過
程としての生命的な周期であるとみなされてきてい
ます。科学的な表現では非ユークリッド幾何の世界、
円です。
　もしそうであれば、アジア的思考のほうが西洋の
それより、将来ばら色かといえばそうではないでし
ょう。湯浅泰雄氏の本で指摘されているように「中
国に体系的な概念構成の意味での哲学が起こらなか
ったのは、一つはその言葉の性質によるのであろう。
中国では思想は常に文学的であった。」からです。
その結果、論理性を重んじるアルファベットの言語
世界すなわち西洋ではどうしても受け入れられない
要素をうちに含んでいるということです。では、西
洋と東洋の埋め尽くせないこのギャップをどのよう
に克服すればよいのでしょうか。21世紀のパラダ
イム・シフトはどう実現できるのでしょうか。台湾
でいろいろな人たちと議論した中でたどり着いた結
論はこうです。つまるところ21世紀のパラダイム・
シフトの実現は漢字、ひらがな、カタカナを使う日
本語のファジーな言語形態に依るのではないかとい
うことです。このファジーな日本語がまるで石鹸の
ように水と油を混ぜてミセルを形成するわけです。
近年、中国では古来の漢字による文体の複雑さと煩
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雑さを避けるために簡体字を発明しました。しかし
ながら簡体字はことばの本来の意味である語源にさ
かのぼることを不可能にしてしまいました。また台
湾では古来の漢字を日常的に使っており、台湾語を
話せない日本人も漢字を見るとその意味を推定する
ことは可能です。しかし、複雑きわまりない台湾漢
字は時代の動向に追いついてゆくことはもはや困難
な状況です。日本語はまさに、漢字を適当に簡略化
し、ひらがなカタカナを用いることで、中国の視覚
的言語と西洋の聴覚的言語の良いところばかり取る
ことに成功しました。その結果、日本的思考である
中庸の良さが生まれたわけです。白でもなければ黒
でもない灰色を出すことに成功したわけです。した
がって日本は西洋と東洋のパラダイムを結びつける
言葉の道具をすでにもっている貴重な国なのです。
つまり、これからのオピニオン・リーダーは、フラ
ンスだけでもなければ中国だけでもなく、その二つ
を結び付ける日本の存在が重要であるのです。この
意味は日本独りが大切という意味では決してないと
いうことが重要です。西洋とアジアと日本が一緒に

手に手を取ることで、はじめて日本の存在が不可欠
となるのです。残念ながら現状は、日本は自分たち
の本来の存在意義を知らないでいるがゆえに、政治
にはじまり多くの分野で世界のオピニオン・リーダ
ーとしての資質に欠けていると言えるでしょう。
　不幸にして起こってしまった今回の東日本大震災、
福島原発事故からの克服は、逆説的ですが日本が世
界のオピニオン・リーダーとなりうることを自覚す
ることによって必ずなしとげられるのではないかと
私は信じています。１年間の短い台湾滞在ではあり
ましたが、このことが私の学んだ大切なことでした。
　終わりにあたり、このたび「生産と技術」秋号に、
台湾滞在記の執筆の機会を与えていただきました生
産技術振興協会　理事長　野村 正勝先生、編集委
員長　西本 和俊先生、そして事務局長　巽　昭夫氏
の方々に心よりお礼を申し上げます。また、国立台
湾大学の林 金全教授の暖かいご支援がなければ私
のこの滞在は不可能であったことを申し添えます。
ありがとうございました。


